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週

…
間
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麿

躍

8
日
(月
)夏
休
み
始ま
る

日
本
脳
炎
予
防
撞
種
保
健
診
療
所で

午
後
一
時
三十
分
か
り
三時
三十
分

ま
で
奨
学
金交
付

麿
午課
字
頁独
で九
時

三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分
ま
で

新
規
採
酎
の
四
図
生
採用
手
続
き

学

費
掛
で

12
日
(金
)
大
学
院
生
奨
学
金
の
交付

訂

正

本転
七
月
一日
培
、
日
独
文
化
研
究所

囚
告
に
わい
て
、
授
講
科
各
科
「
二

OO
O
円
と
あ
り
ま
す
の
は
、
一、
二

〇っ
円の
誤
り
で
す
。
日
独
文
化
研
究

所
、
読
者
の
皆
似
に
御
池惑
を
か
け
ま

し
た
こと
を
お
わ
び
す
る
と
と
も
に
訂

正
い
たし
ま
す
。
京
都
大
学
新
闇
社

9
乙ます選挙権問題を

に管 理体制を検討
'独 自

評
、議会
は
、
二
日
総
会
を
開
き
、
学

内
に
「大
字
制度
委
員
会
」
を
設
V
す

る
こ
と
を
正
式
に
決
定
し
た
。
こ
れ

は
、
学内
の
譜制
度
、
管
理
、
運
営
な

↓
、
学
内
の沮
織
を
総
合
的
に
研
究
、

歳
占
に
つと
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

す
で
に
聚
大な
ど
一都
の
大
掌
で
は
渠

際
に
こ
れ
と類
似
の
機
関
が
設
Ψ
さ

れ
、
倍
動
を勧
な
って
い
る
。

聯

昨
年
の
中教
笛
答
申
家
以
来
、
従
釆

の
大
乍
曾
鮒の
あ
り
カ
が
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ソプ
さ
れ
、
大
字
制
度
を

模
本
から
ゆさ
ぶ
った
が
、
新
委
員

会
は
大
字の
目
冶
、
学
間
の
臼
由
を

一定
の規
準
囚
で
と
ら
え
、
夙
都
大

学
内
での
組
織
に
メ
ス
を
入
れ
る
。

昨
耳
加成
さ
れ
た
国
立
大
学
教
協
会

が
.大
字連
爵
協
議
会
負
を
設
け
、

国
M大
学
目
身
で
大
学
鴇
"
を
改
南

し
て竹
こ
う
と
し
て
い
る
が
、
新
安

員
会
ばそ
の
災
直
副
后
動
の
一担
を

にな
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
兇
力
も

つよ
い。

穂
威
は
各
掌
郡
良
、
教
獲
鄙
長
、
そ

れ
に
研究
所
艮
代
表
二
人
、
各
学
部
、

教
虚
溺
叔
授
代
表
一人
つ
つ
、
研
究所

教
授
代
表
二
人
の
"
二
十
四
人
で
あ
る

新
安員
会
の
調
盒
と
択
.畝は
、
た
だち

に
総
良に
冶
同
さ
れ
、
計
.頗
会
の番
戯

に
ま
わ
さ
れ
る
が
、
当
酬
の
調
宜、
研

鮮
、
答
戯の
対
舜
と
し
ては
⇔律
十
二

月
の
改
選
を
ひ
か
え
て、
学内
.耐組
紘

か
ら
凪蜘
の
起
っ
て
い
る
総
蝿選
孕
椎

払
大
の
間
題
や
、
教養
酪岡
題
が
と
り

あ
げ
ら
れ
る
も
よ
う
。

総
長
、東
南

ア
諸
国

へ

議

研
究
協
力
要
請
の
た
め

　

羅
斯
簸
藻
嘉
輪
r

日
闘、
タ
イ
、
ビ
ル
マ、
マラ
ヤ
な
ど

粟
南
アジ
ア讃
国
を
訪問
す
る
こ
と
が

択簿
さ
れ
た
。
これ
は
、
フ
ォー
ド
財

団
の援
萌
を
得
て
今
年
一
月に
発
足
し

た
「束
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
i
」
(

所
畏
ー1
奥
村
栗
濯
字
部
長
)
が
笑
貿
的

活
動
に
入
る
の
に
先
だ
って
、
脚
係
諸

国の
協
力
を
氷
のる
た
め
で
、
環
甫
ア

ジ
ア
益
国
の
大
学
、
関
係
筋
を
㌧訪
す

一る。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、

協
力
援
助
の
要
講
で
あ
って
、
具
体
国

な
申
し
入
れ
は
、
な
に
も
な
さ
れ
な
い

も
よ
う
で
あ
る
。

予
定
で
は
二
十
七
日
京
都
を
出
発
し

一一十
八
臼
漿
京
国
際
空
港
か
ら
香
港

に
向
い
、
バ
ン
コ
ク
、
ラ
ン
グ
ー
ン

ク
ア
ラ
ル
ン
ブ
ー
ル
な
ど
に
立
寄
っ

て
、大
学
首
脳
部
、
文
教
関
係
養
と

懇
試
す
る
。

な
お、
総
罠
に
は
四
月
に
も
一ヵ
月
間

現地
を
繭
査
し
て
き
て
い
る
岩
村
忍
人

文
研
教
撹
も
同
行
す
る
。

九

月

発

足

を

目
指

し

農
.学生
ゼ
ミ
結
成
の
動
き
活
発

農
学
部
で
は
宰
生
を
中心
に九
月
発
足

を
目
指し
て
農
学
ゼミ
ナ
ー
ル
漏
成
の

劇
き
が
活発
に
な
っ
てき
てい
る
.

こ
の
ゼ
ミ
は新
し
い農
葉
のあ
り
力

農
業
叔術
の
誘間
題
の研
究
な
ど
を

目
指す
も
の
であ
り
、
ゼ
ミ
ぜ員
会

を
軸
に
遵
営さ
れ
る
。

頁
盆
は
教養
鄙
(馨
蔀
生
)
か
り

将
来
計
画
を
討
議

関

西
の
原
子
核
研
究
者
で

栂
来
㎡
画に
関
す
る
関
西
の
臥
子
核
研

究
者
の
集
会
は
六
日
午
彼
二
時
か
ら
祉

礎
物
釧
字
研
先
所
で
行
な
わ
れ
た
。学

術
会

の
長
期
㎡
楓
安
員会
は
云る
三

十
一律
十
月
の
第
二
十
二
回
総
会以
米

物
埋
科
字
総
占
研
究
機
構
允
実
の
た
め

た
びた
び
政
府
に
勧
告
を
出
し
て
き
た

が
六
日
の
バ会
は
原
子
核
採
米
計
画
関

す
る
'41畝
組
峨
の
団
題
や
核
別
委
の
機

屠
組
織
の
同
題
な
ど
を
梼
β
し
た
。
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十
七
日
か
ら

一ク
ラ
ス
当
り
三
人
、
学
部
て
は
各
科

そ
れ
ぞ
れ
三
人
か
ら
な
る
予
湿。
そし

て
安員
会
か
ら
提
示
さ
れ
た
テー
マ
を

各
科
独
自
の
立
場
か
ら
検
討
を加
え
る

よ
う
な
形
式
を
と
る
こ
と
に
な
っ
てい

る
。
ま
た
教
授
、
助
教
授
など
の教
冒

は
チ
ェー
タ
ー
と
し
て
参加
す
る
。
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原
水
禁
大
会
に
向
け
て

望体
み
を迎
え
て
同
字
会
は
帰
郷
活
動

の計
画を
急
い
で
い
る
。
ま
ず
、

同
学
会
中
執
と
教
養
部
自
治会
中執
は

帰
郷
活
動
の
瑚
諭
学
習
と
戦術
対
喰
の

た
め
六
、
七
臼
午
後、
首
力遍
琢
窓
院

で
「自
治
会
学
校
」
を開
き
、
半
和
運

動
の
総
軸
、
平
和
以
動と
中ソ
論
争
、

簸
法
闘
争
の
イ
メ
ージ
、
具
体
的
組
織

戦
術
な
ど
に
っ
い
て
d論
を
"な
った

ま
た
、
こ
の
「自
輌会
学
校
」
に
先
M

ち
同
学
会
主
催
の
州郷
活
鋼
講
演
会
は

日
午
促
三
時
から
教
蚕
協
第
如
需
観

察
で
行
な
わ
れ
る
†
疋
であ
.た
が
、

参
加
者
が
二
十余
人
と
低
調
を
極
め
た

た
め
、
飛
紬井
雅
遭
凪大
人
又
研
助
手

と
机扇
紬也
前
同
掌
会
妃員
是
を
囲
ん

で
一時
祠
半に
わ
た
って
「平
和
選
動

の
現
状と
腺
水
協
の
組
織
的
対
艮と
闘

い
の
力
阿」
と
旭す
る
シ
ン
沢
ジ
ウ
ム

に
切換
え
ら
れ
て
'Uな
わ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
昧
水
協
の
政
完

下
か
ら
の
つ
き
あ
げ
目
指
す

曾
O
●

に
ょ
る糸
列
化
と
大
衆
の
中
の
生
洞

化
と
の
同
隔
を
争生
が
い
か
に
う
め

て
いく
か
と
い
う
こ
と
に
論
議
が
渠

中
し
た
感
じ
で
あ
っ
た
。
こ
の中
で

飛
馬井
氏
は
「ビ
キ
こ
、広
島
、
畏

崎
の
飯爆
懐
占
か
ら
の
厘動
でな
く

現
在
の
情
あ
に
対
し
て
塵勅
を
ど
う

発
展
さ
せ
て
い
く
か
を
応
れて
は
な

ら
な
い
」
と
血べ
た
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
の
届
上、
周
争会
の

帰
郷
活
臨
力
聾
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、同
字
会
では
活

勤の
中
心
を
ハ
月
三
日
の全
d
≧
生
反

戦
集
会
(仏
鋤
)と
'て
の
促同
月
囚
、

五
、
六
目
の
仏
馬
の
ー九
凹
帳
水
禁
世

界
大
会
へ
の
代
撮派
遺
に
回け
て
署
各

カ
ン
パ
沽
物
を
胴な
い
、
同
大
会
で
は

献
郁
府
学
連
から
除
水
禁
執
行
部
の
つ

き
上
げ
を
す
ると
いう
。
ま
た
こ
れ
と

併
勧
し
て
鼠都
大
阪
での
詔演
会
、
討

識
会
の
ド
催
、

♪
を
刊な
つ.ア疋
。

岡
冨会
で』
現
石
ま
で
の
と
こ
ろ
、
各

ク
ラ
ス四
、
五
人
、
約
二
白
《
の
鮒
活
「参
智

に
讐

,沽
籍

〃
樹
々
の
み

ど
り
〃
を
免
旭
す
る
†
短
で
粍備
を鮭

一め
て
い
る
。

府
学
連
大
会
、九
月
に

鼠祁
肘
学
超
(高
翻
泰
司
委
員
慢
代
狸

11
以大
理
三
)
合
十
六
圓
π
期
大
会
は

九
月
上
旬
豹
な
わ
れ
る
が
、
現
^
ま
で

の
と
こ
ろ
1ーハ体
臼
な
日
取
り
ゃ
場
所は

未
矩
。
定
期
大
会
は
例
年
ヒ
月
甲
旬
に
竹
な

わ
れ
る
が
、
今
回
九
月
に
延
捌
さ
れ

た
炉
由
は
七
月
少
宇
連
再
建
が不
可

能
に
な
った
こ
と
の
ほ
か
に
、府
学

達
執
豹
鄙
内
で
こ
れ
ま
で
の
全
目代

の
評
個
や
今
彼
の
錨

力引
をめ
ぐ

うて
箱
下
の
論
争
が
娼
き
て
い
るた

め
と
み
ら
れ
る
。

夙
邦
肘
学
超
は
尻
る
全
国
字
銀
運動
の

各
地
力で
の
,繭演
会
な
ー2
凹を
次
定
す
る
威饗
な
位
置
にあ
り

や

は
り

"
平

和

運
動

"

各
派
帰
活
の
動
き
活
発

斌大
㌻
派
以
外
の
各派
でも
独自
の蝸

郷
沽
動
訂
阻
を
た
て
玩
看準
備
中
であ

る
が
、
各
派
と
も
主
流派
同
橡八
月
の

原
水
禁
大
会
を
中
心と
する
平
和
運
動

再
建
へ
向
け
て
の
取組
みが
、
そ
の
中

ひ
点
の
よ
う
だ
。

ま
ず
統
一訂
で
は
、
第
九
回
肱
水
禁

世
界
大
会
を
帆
功
さ
せ
る
た
め
全
尽

大
か
ら
約
百
人
の
代
凝
を
派
運
さ
せ

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
、
現
在

署
名
カ
ン
パ
活
動
を
鮭
め
つ
つ
あ
る

な
お
肩
活
ニ
ュー
ス
は
コ鳳
水
禁

ニ
ュ
ー
ス」
と
し
て毎
U発
行
す
る

る
予
疋
.

尽
大
フ
ロン
ト
(構
改
派
)
は
帰
活
ニ

ュ
ー
ス
発行
、
原
水
禁
大
会
代
設
派
遍

の
ほ
か
、
米核
病
艦
冨
浩
阻
庄
の
た
め

に
は
%
劒
組
首オ
ル
グ
か
ら
さ
ら
に
ゼ

ネ
ス
ト
組織
を
志
呵す
る
構
え
で
あ
り

レ
フ
ト
は原
水
禁
大
会
米
核
湛
艦
阻
止

の
ほ
か全
字
連
陶
建
に
つ
い
て
も
な
お

積
樋的
に取
組
む
予
足
。

こ
の
疋期
犬会
は
各
力
酬か
ら
比
目
さ

れ
て
いる
。

・
全

自

代

"

反
戦
集
会
な

ど
を
提
起
か

十
七
、
十
ハの
問
日
果
凧
で
乎
目代

rを
国
目
論
会
代
衣
置会
議
)が
囲
か

れ
る
。
こ
れ
に
は
初字
同
・社
日向
・

構
畷
の
三派
か
らお
よ
そ
h十
人
の
代

表
首
が
巣ま
る
見
込
み
。
会
湯
は
未

定
。会、融
では
、
八
月
三
日
広
鵠
で
行
な

わ
れ
る
生
国
学
生
反
戦
集
会
と
六
日

の
泳
水
禁
大
会
に
向
け
て
行
動
委
員

会
を
脚成
す
る
も
よ
う
.
ま
た
七
月

を
掌
建陶
蝿
が
不
可
彪
に
な
っ
た
現

時
点
に
お
い
て
、
十
一月
全
学
運再

建
に
同
け
て
陶
度
慧
r巫机
一をす
る

も
よ
う
.

体育部、相ついで合宿
ドリ　ロコリロ ヂロロロロコロ　 コ ロ　サロ ドロリ リ
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準
硬
式
野
球

五
日
に
東
大
戦
に
亮
勝

し
、
春
季
尿磁
り
ー
グ
で
も
優
勝し
て

笑
力
を
メ
ヰ
メ
キ
上
げ
て
い
る
が
、
こ

の
夏
休
み
は
、
八
月
十
一-十
四日
の

全
日
本
学
生
灘
手
杷
(輿
京神
冨
)
を

ひか
え
て
、
強
化
台
宿
を
七
月
十四
-

十
八日
に
ス
ポ
ー
ツ
会
餌
でお
こ
な

う
。
空
手
道
部

七
月
十
三日
-
二十
日
ま

でス
ポ
ー
ツ
会
館
に
お
い
て
強化
会
宿

を
行
な
い
、
引
つ
づ
き
、
七月
の下
旬

自
働
隊
で
台
宿
を
し
、
七
月
二十
八
日

の
七帝
大
戦
(九
大
に
て
)
にそ
な
え

る.
先
に
西
日
本
国
立
大
戦
で優
膀
し

てい
る
だ
け
に
合
宿
後
の
成績
が
期
待

さ
れ
る
.

軟
式
庭
球
部

七
月
六
・
七日
東
釈に

て粛
大
戦
を
や
り

七
月十
八日
か
ら

二十
二
日
ま
で
は
西
日
本
字生
選
手
権

大
会
(松
山
)
に
出
場す
る予
定
.
合

宿
は
、
八
月
二
十
日
か
ら
二十
六
日
ま

で
スポ
ー
ツ
会
館
で
行
な
う
.ま
た
七

月
下
旬
八
月
上
旬
に
は
、
七大
戦
、
全

日
本
学
生
選
手
極
大
会
があ
る
の
で
現

在
猛
烈
に
縦
翌
し
て
い
る
.し
か
し
部

員
増
に
菩
干
問
題
が
残
る
.

桑
遵
部

七
月
七
目
に東
大
七
徳
蟄
で

康
大
戦
を
行
な
い
、
帰洛
後
た
だ
ち
に

遠
征
合
宿
.
こ
れ
は
七月
八
日
-
十
四

日
、
八
月
に
入
ると
、
二十
日
か
ら
二

十
八
日
ま
で
虹体
篇栢
を
"な
い
八
月

三
十
一日
の
血体
に
そ
な
え
る
。

バト
ミ
ン
ト
ン
部

七
月
三
日
か
ら
九

日
ま
で
スポ
ー
ツ
会
館
で
合
宿
を
行
な

い、
七
月
十
三
・十
四
日
に
東
大
に
て

東
大
戦
を
勧
な
い
七
月
下
旬
は
、
九州

へ飛
ん
で
九
大
で
七
大
戦
を
戦
う
。

近
体
は
、
九
月
二
・三
日
で
賦
麟
字
ム

天学
で
行
な
う
.

フ
ェン
シ
ン
グ
邸

八
月
二
十
ー
三十

日
ま
で
目
衛
隊
で
台
宿
を
や
り
、
九月

二
日
に
は
名
古
屋
の
各
大
学
を
胡ね
て

合
宿
の
成
果
を
た
め
す
。

硬
式
野
球
部

七
月
十
四
目
から
十
八

日
ま
で
Aロ宿
を
行
な
い
、
七
月
二十
b

・二
十
九
〕ロ
に
九
大
で
七
大
戦
を
戦

う
。
ま
た
八
月
に
入
る
と
、
†
騨目
か

ら
十
四
目
ま
で
巣
京
で
行
な
わ
れる
盆

日
本
選
手
機
大
会
に
あ
加
す
る
。

ス
ピ
レ

ス
ケ
ー
ト
部

秋
冬
のシ
ー

ズ
ン
に
そ
な
え
七
月
十
目
か
ら十
匂
日

ま
で
四
国
観
皆
崎
で
強
化
台
僖を
す
る

サ
ッカ
ー
部

七
月
七
日
の
束大
戦
の

あ
と
、
八
月
五
日
か
ら
十
血
日ま
で水

田
原
で
合
宿
を
行
な
う
。
ま
た
虹大
戦

は
戻
都
掌
ま
大
字
で
八
月
三
十
一H
に

行
な
わ
れ
る
。

陸
上
部

七
月
二
十
八
日
九
大
で七
大

戟
を
行
な
い
、
八
月
は
凪
大
蹟掌
鄙
グ

ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
る
ぬ
体
に
少調
を

台
わ
せ
て
台
宿
に
入
る
。ま
たこ
の
時

全
日
本
ノ・ン
カ
レ
が
行
な
わ
れ
尿大
か

ら
も
個
人
で
数
名
が
、疹
加
する
が
、
オ

リ
ン
ビ
ソ
ク
を
ひ
か
え
て
そ
の戒
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

七月
十
ね日
か
ら

学生
選
+権
大
会
に
参
加
し
、
続
い
て

九
大
で行
な
わ
れ
る
七
大
戦
に
疹
加
す

京大

写真

部の
加
入
し
て
い
る
関
西学

生写

翼連

盟展

が
パ,月二十五日から七月一日までの聞大阪冨士フォトサ

選

で
・ンで開
かれ

養大
から
の出凱嚇難継蟻雛駄醐議諜聡禰雛な関(法字部四回生)の垂」斐賞蹴華部三星)の「禽

ロ目

真
が冨

養を

覆じ
・
聞し
く北

雪朝写の尋町」以下八点萎・た・

な
お
写翼

邪
では

九月

三日

から

九日

まで

の聞

岡崎

美術

館
で
「
宗教

」

をテ

ー
マと

して

策大

との

連合

写典

展
をO■●●■■O,O..・9開く射画である.(写真は「等町」)

「七
月
再
建
は
不
可
能
」

府
学
連

舗
慈
購
囎
齪
誰
訪
堅

「七
月
再
建
は
不
可
能
」
と
い
う文
欝

を難

ポ棄

可能の麹

全
学
連
問
題
で
文
書

原
因
と
し
て
、
さ
る
六
月
二
日
、
現

在
の
マル
学
同
全
字
連
中
執
員
の
滑

水
丈
夫
君
が
、
社
学
同
ら
三
派
遵
合

の全
学
運
参
加
な
ど
の
よ
う
な
形
で

も
み
とめ
な
い
と
讃
った
こ
と
。
ま

1撫 鍵藏 籔
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に 看シ
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教
授

Pソ
ア
語口

難織;
編 諄攣 鷲評 ≡
を 又 折 し ≡
求 化 、て ≡
め は そ 秦 ≡

で ギ て ≡ 但 界 い ≡
あ リ 中 い ゜ し の ゜ ≡

党ζ1悪あ奪西璽犀 ≡
日 論や だ ら 欧の と ≡本 もサ う く
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た
六
月
二十
八日
、兵
隠
県
学
連
が

、
最
終
的
に
京都
府
学
連
の
よ
ぴ
か

け
を
狛
否
し
た
こ
とが
上
げ
ら
れ
て

い
る
.

泉
都
府
学
連
は
、安
保
以
夜
の
学
生
運

動
の
湯
迷
の
中
に
あ
っ
て、
い
っか
ん

し
て
原
則
的
な
大
衆行
動
を
展
開
、
全

学
達
再
建
に
、
も
っ
とも
糟
力
的
に
と

り
く
ん
で
き
た
.し
かし
な
が
ら
、
分

立
す
る
累
駅
の
セ
ク
ト、
マル
字
同
全

学
運
の
執
よ
う
なセ
ク
ト
圭
義
、
兵
躍

県
学
述
、
策
京教
冑
大
な
ど
の
字
内
王

義
を
う
ち
や
ぶ
るま
でに
は
説ら
な
か

った
わ
け
で
あ
る。

同
文
面
はま
た
①
粛
別の
字
生
連
動

の
危
機
を
み
ぬけ
ず
、
学
生
の
自
然

発
生
性
にま
つと
い
う
大
衆
付
動
主

義
に
お
ち
い
って
い
た
こ
と
②
駅

都
府
学
運炉
、
全
学
運
再
建
に
、
一

方
で
最大
阪
駅部
の
螺動
を
近
求
し

て
き
た
と
いう
中
間
的
聾
度
で
臨
ん

だ
こ
と
、③
再
建
全
学
連
の
イ
メ

ージ
とし
て
、
統
一沽
動
者
会
議
「

反
戦
学
周
」
の
漏
成
を
よ
び
か
け
、

セ
ク
ト
を
越
え
た
指
導
泓
の
,湘成
を

梶
起
し
た
が
そ
れ
で
全
国
の
目
掴会

を
結
集
す
る
に
は
笠ら
な
か
った
.

と
し
て
国
己
批
判
的
に
再
建
小可
能

る
(ヒ
月
二
十
四
目
)
。
臼
循
は
八
月

二
十
目
ご
ろ
一
U面
広勘
か
、
岡
山
で

行
な
つ
。

自
勘
阜
部

ヒ
月
十
目
か
り
十
四
目
ま

で
・コ日
小
軍生
屡
†
惟
フー
り
ー
(庇

児
勘-
果
夙)
ジ測
。
十
〆口脈
岨
。
毛

月
二
十
五
目
か
ら
二
十
九
目
ま
で
四
大

学
(駅
大
・聚大
・争
占
暁
・中
幽
㎜八)

邑
蜘
軍競
技
会
。
八
月
一H【か
り
十
五

U口ま
で
父遡
福調
塩
(父
理
争
旧調
箕

に
協
力
の
た
め
)
。
八
月
十
五
団
か
つ

十
八
日
ま
で
O
b
総
会
。
八
月
二十
一

日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
日宿
。

映
画
部

自
鑑
映
匝
訓
作
(仮
題
「騒
一

け
階ち
て
曽」
)
の
兀
め
ヒ
月
制
作
輩

備
一部
徹
影
開
蜘
。
ハ月
初
旬
秘
敷
で

ロ
ケ
、
下
旬
に
編
集
。

写
翼
都

夙大
・東
入
魍
省
毎
夷
展

(テ
ー
マ
「'爪教
」
)
の
た
め
の
制
作

(勘
具展
は
東
尽
ハ
月
二
十
1ー日
、
京

部
九
月三
目
に
開
極
)
。
ハ月
下
旬
台

循
約
ム
日
Uの
予
足
。

ユネ
ス
コ
部

七
月
十
七
目
か
り
十
九

日
ま
で
、
農
村
台
耐
(齪
村
の
埋
解
、

同
ヰU
と
の
仲
聞
憩
り
)
府
下
北
桑
田

郡
夙北
町
で
、
ヒ
月
二
十
五
日
か
ら
二

十
八
日
ま
で
全
困
大
会
(仙
台
)
参
加

全
員
の
予
定
。

ユー
ス
ホ
ス
テ
ル
部

八
月
上
旬
か
ら

白
宿
に
入
る
、
A
コ
ー
ス
か
ら
H
コ
ー

ス
ま
で
八
班
に
わ
か
れ
て
分
散
合
宿
し

八
月
の
九
、
十
日
に
各
班
が
宙
流
し
て

高
峰
働
原
で
'首同
白
宿
。

中
爾
米
研
究
部

ヒ
月
中
旬
か
ら
八
月

中
旬
に
か
け
て
抑
縄
で
災
.順調
塗
。十

血
ケ
村
の
拶
仔
首
広
山
し
村
を
調査
し

自然8難
海洋の放射能汚染 三宅暴雄
世界各地の異常気象一霜暢 犀
理想的な女字 一一 回ゲルギヌト

冷 夏 と冷 害 坪井八+二

粘 土 須 藤 俊 男1
一
谷
川
下連

藥
谷
塩
宮
ソ

ヨ

胞

π

捻

もの

.
ほ

た

彌難
一鰐

磐

一子
が
子
化
ン

語

鵡

分
わ
博
帰
ラ

膠
■
■
圃
■

医 学教 育 の 問題 点
矛盾に充ちた現状の分析 高橋 胱正

,

「

そ
の
翫
史
剛
肯
洪
と
経
一旨
影
斡
を
さ

ぐ
る
も
の
。
そ
の
他
雑
謎
「碑
外
姻
一

先
」
編
集
に
と
り
か
か
る
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部

七
月
十
酉
日
か
ら

二
十
三
日
に
か
け
て九
州
演
癸
旅
行
、

小
闘
か
ら
長
崎
、
橿
岡
を
ま
わ
る
。
九

月
一日
か
ら
七
日
ま
で
合
宿
。

考
古
寧
研
究
会

七
月十
二
日
か
ら
八

月
七
目
ま
で
凪
部
府
教
育
女員
会
主
催

の
下
司
(つ
づ
き
)
出
墳
群
免
鋼
調
堂

に
参
加
.

美
術
研
究
会

ヒ
月
七
日
か
ら九
]]ま

で
台
宿
研
允会
。
尾道
、
圏敷
、
姫
路

を
旅
打
し
て
そ
の土
地
の
,犬
偏品
研
究

す
る
。

W
・
U
・
S
部
七
月
+
29
日
か
ら
+

九
日
ま
で国
内
セ
ミ
ナ
ー
(六
申
)
参

加
.
七月
二十
九
、
三
十
日
台
循
。
八

月
二十
八日
から
三十
一日
ま
で
地
区

(京
都
・大
阪
・神
月
・余
艮
)
セ
ミ

ナ
ー
参
加
。
い
ず
れ
も
大
掌
問
題
を
勧

穿。

学
生
理
事
を
選
出

生

協

総
代
会

去
る
一ハ月
八
日
お
よ
び
六月
二十
九
目

の
二
回
に
わ
た
り
流
会
、中
断
と
な
っ

て
い
た
幻九
劇生
協
総代
会
は
七
月
六

日
午
後
一時
か
ら
法
経
第四
教
至
で開

か
れ
た
。
三
回
に
わ
た
った
総
代
会
は

や
っ
と
最
後
の厩
題
「学
生
埋
嶺
選
出
」

を
終
え
て
午々
依
三時
す
ぎ
閉
会
し
た
。

前
回
審
頚未
了
にな
って
い
た
山
本
専

務
埋
串
の不
値
認
間
題
は
職
組
の
あ
っ

せ
ん
の
も
と
に
理韻
会
と
労
組
が
協
議

し
た
が対
V
のま
ま
解
決
を
見
ず
、
結

局
山
本
專拐
偲
事
は
不
仙
認
を
認
め
ざ

る
を得
なく
なり
、
こ
の
こ
と
が
今
目

の
禰会
で
免表
さ
れ
一
bの
承
認
を
得

た
.
そ
の後
た
だち
に
¥生
〆
事
の
選

挙
に入
った
が
、
た
い
し
た
混
乱
は
見 山

本
理
事
は
不
信
認

ら
れ
ず
ス
ム
ー
ズ
に
十
二
人
の
寧
生
刀

嶺
が
選
出
さ
れ
た
。な
お
「隻
協
の
民
主

的
遺
宮
」
「ポ
ラ
リ
ス潜
脆
奇
濫
阻
止
」

な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
満
場
の
拍
手
で

採
択
さ
れ
た
.
字
生
理
議
は
次
の
と
お

り
痢
田
祐
一郎
(法
宇
鄙
四
回
生
)
藤

原
珀
雄
(経
猶
学
部
二
回
生
)
湯
沢

威
(文
学
都
三
圖
生
)
山
下
明
宏
(

軽
済
学
都
四
回
生
)
中
野
孝
之
(経

済
学
部
二
回
生
)
端
見
孝
也
(文
学

部
二
図
生
)
森
川
弘
迫
(農
字
部
二

回
生
)
古
沢
裕
(工
字
部
二
回
生
)

松
本
麟
平
(文
学
鄙
二
回
生
)
西
山

功
(文
学
部
二
図
生
)
中
川
益
夫

(理
学
鄙
大
字
レ
)
盛
森
暁
(文
学

部
二
回
生
)

つ
と

っ
て
い
る
、
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8対 談 「英国人の日本観」(L・Bu8h)月 ◇
ソ遅作家のアメリ力旅行記(N・k一

号raso▼}◆2〔 泄紀英米の名著 「世界史
概説」◇英会話風物誌◇映團台本「ド轡
ノバン珊瑚剛 ◇大学新英語講廉等

近代感覚沸る交化語学誌

時鶉 襯究
8.東 西融合必至論(ルーセク博士)宇 雷
月 畢駐争(椿約郵準学時交》映麗i台本研究ヒ号
ッチコックの「鳥」.鰺事英曙の性格.
と轍(北 田勤教擾)小脱に見るアメ響
肋 曜 翻 供 融 究,縮 麗

欝 叢 隻ヲ璽 研 究 社 全国書店発 施中
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の
鼠
因
を
挫べ
て
い
る
。

全
字
迎肉
建
同
題
は
こ
の
よ
つに
一
応

無
期
限
に
タ
ナ
上
げ
さ
れ
た形
と
な
っ

た
が
鼠都
暦
学
運
で
は
、
今
彼も
中
心

と
な
り
つ
つ
選
求
し
て
い
く
が、
なに

よ
り
も
新
し
い
運
動
面を
も
った
強
回

な
残論
的
背
杖
に
よ
り
各
セ
ク
ト
を
吸

収
し
て
い
く
と
い
う
力
同
が
と
ら
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
って
い
る
。

大
正
炭
鉱
に
カ
ン
パ
を

同
字
会
、
与
生
に
訴
え
る

九
州
の
大
正
炭
鉱
の
戟
闘
的労
働
組合

大
正
鉱
東
退
腰
者同
盟
から
、
同
学
会

あ
て
に
カ
ンパ
要請
の手
紙
が
米た
.

同
学
会
で
は
字
生
にカ
ン
パ
を
訴え
る

ア
ピー
ル
を
竹
な
っ
て
いる
。
大
正
鉱

業
で
は
半年
前
の
失
弐
省
労
渤
組
台
に

す
る
三十
日
間
の
缶産
尻
場
の
占
拠
、

二
十
五人
の十
日
間
に
及
ぶ
机内
す
わ

り
こ
み
闘争
な
ど
で越
域
金
を
畏
氷し

て
闘
っ
てき
た
が
、
現
在
も
会
杭
側
は

漫
職金
を
文
払
わ
な
い
。」度
に
出
て
い

る
ため
、
雌
職
者
同
盟
は
今
後
金
員
逮

捕
も
,国せ
ず
に
蔽
底
d
な
闘
箏
を
」な

レン
'の
月
拡て
あ
った
が
、

あ
ろ
う
に
こ
の
副場
で
り石
属
学
生
ー

と
き
め
つ
け
ら
れ
た
M
君
が
国
伯
喫員

長
に
当
選
し
た
と
り
つ旨コ
ー
ス
に
し

は
し
は
ア
然
と
し
た
の
は
別
場
の
既
旗

沽
蜘
家
.醐氏
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
先

月
十
固
日
の
こ
と
た
▼
こ
の
M
君
、
デ

ラ
ノク
ス
版
の
カ
ノ
コ
イ
イ
「選挙
綱

領
」
で
は
昨
年
の
駅
大
の
大
字
閉
鎖戦

術
を
「大
字
目治
の
目
殺
」と
し
た
り
、

中
教
護
台申
禾と
圓
し
目
旧会
論
、
最

局裁
ポ
ポ
ロ
判
、仏を
具
の
天
学
の
目治

と
解
釈
し
た
り
し
て
そ
の前
近
代
ぶ
り

に
薦
か
さ
れ
る
が
、
ま
た彼
の
目
撹委

員
東
会
で
燈べ
た
据
政
力針
は
次
の
よ

う
な
も
の
だ
▼
①
安任
状
によ
る
目治

委
員
会
、
代
議
貞大
会
の囲
琳
は
認
め

な
い
。
以
前
の
目
山委
員
会
な
ど
で
決

った
こ
と
は
こ
れ
から
の
目治
委
員
会

で
再
碓
認し
て
から
ズ
氾す
る
.
目
治

会
の
金
は
字生
都
の
金
蹟
に
保
管
す
る

の
が
よ
い
②
スト
ラ
イ
キ
は
原
則
と
し

て
認め
な
いが
、
社
会
が
革
命
的
状
況

に
な
っ
て
いる
と
判
断
し
た
場
合
は
別

で
あ
る
④
精任
女員
の
名
簿
は
受
取
次

弔学
校
に
虻
出
す
る
④
今
図
の
選
挙
で

投
票期
聞
中
に
ま
か
れ
た
各
種
ビ
ラ
に

つ
い
ては
警
悦
庁
な
ど
で
鑑
疋
し
て
も

鍵
箋
撃
酵
嚢

く
各派
に
対
し
て
反
民
薄
反
日
共
統
一

戦
線を
組
む
。
民
骨
同
盟
員
を
や
め
さ
,

せ
る
には
家
庭
へ手
紙
や
魁
話
を
か
け

ると
いう
手
も
時
と
場
台
に
よ
って
は

あ
りう
る
(巣
大
新
聞
)
等
々
▼
駒
場

の
ある
一年
生
は
「ク
ラ
ス
討
議
が
翼

剣
に行
な
わ
れ
た
こ
と
は
「度
と
て
な

いし
第
一自
治
委
員
選
挙
の
段
に
な
っ

て教
至
を
脱
け
出
す
も
の
が
十
名
程
も

お
り
、
大
部
分
の
者
は
目
分
の
息
見
を

発
表
し
な
い
.
(中
略
)
先
塑
譜
兄
御

慧
見
を
伺
い
た
い
.
二
の
ま
ま
で
は
僕

は
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
か
か
り
そ
う
だ
」
と

訴
え
て
い
る
。
こ
う
い
う
不
満
を
適
格

に
つ
か
み
得
な
か
っ
た
指
導
鄙
の
不毛

夷大
教
喪
宰都
1

と
い
え
ばあ
の
女

保
闘争
を
最
も
先

道
嗣
に果
敢
に
闘

った
,ゼ
ン
ガ
ク

こ
と
も
.

学
館
運
動
、
再
囲
す
る

学
生
部
長
"
四
十
年
度
着
工

め
ざ
す
"

轟
難

号 ・100円

京大を受ける人のた助に
A5判 ・252頁 ・250円(〒50円)

工
を
目
標
に
入早
側
も
努
力
す
る
と

変

、
や
畠

る
い
暴

し
薄

2

れ
た
.
ま
た
夏
の
U
動
方
針
と
し
て

駿
莇
纏
賄
雛
竸
聾

 劫を
妬地
に見
るこ
と
に
決
疋し
て

い
る
。

39年 度 版
7月20員 発売

京大生が作る京大受験の指針

解答の正確さと内容の豊富さは定評があります

・何点とれば合格か?

・過去三年間の問題と解答

・京大入試問題の傾向と対策

・単生生活はい くらかかるか?

・九学部の全容紹介

。入試手続から受験場まで案内

・学内点描 ・京都案内なと
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一の
中
か
ら
「真
に
大
衆
的
な
目
宿会
」

を
標
傍
す
る
N
君
が
当選
し
た
こと
は

想
像
に
難
く
な
い
。
第
二
組
合
が恒
常

化
し
た
目
本
の労
働
情
勢
、
政
措
の
額

困
か
ら
く
る
エ
ア
・ボ
ケ
ノト
を
つか

ん
だ
創
仙
学会
、
右
翼
の
ポ
ー
ル
が
V

っ
た
駒
場
目
碍会
、
も
って
佃
山
の
41

と
す
べき
か
。
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虎
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判

亨
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oo1

経
済
学
は
微
視
的経
済
と
巨
視
的
経済
と
に
分
け
て
脱
く
の
が
菅

通
で
あ
る
が
、本
書
は
ワ
ル
ラ
ス
の
噌相
互
從
属
と
均
衡
御
に
そ

の
中
心
を
お
いて
験
述
し
た
.
著
者
は
レオ
ン
テ
ィ
エ
フ
の
産
藁

連
関
の
行
列
式の
分
析
に
ヵ
を
そ
そ
ぎ、
さ
ら
に
ワ
ル
ラ
ズ
に
よ

り
啓
発
さ
れ
た現
代
経
済
学
の
根
本
漂理
を
詳
鎗
し
て
い
る
.

w
・ポ
ー
モ
ル

企
業
行
動
と
経
済
成
長

エ
ミ
ん

・プ
ノワ
欧
州
共
同
市
場
と
対
欧
貿
易

馨
馨
誹
究会
日
本
の
設
備
投
資

7
・ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
世
界
の
経
済
成
長
力

?
パ
ラ
・サ

経
済
統
合
の
理
論

s
・ヴ
.ラ
ヴ
・
呂
ス
計
量
経
済
学

最
尤
法
入
門

」
・ガ
ル
プ
レイ
ス
経
済
開
発
の
展
望

鐙

勢

国
際
通
貨
制
度

掴鯨
議

鴨勧
殻

斐

誌

歎麗

隷
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超

酬龍
譲

跡甑
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¥
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・
〒
oo1

繭
産
業
社
会
学

棄
大
教
綬

尾

高

郭

雄
著

全
書
剥
予
華4
5
0
早
90

●
7
月
認

本
書
は
産
業
付
会
営
のも
っと
も
す
ぐ
れ
た
概
説
書
とじ
て
ず
で

に
定
評
を
得
、
昭和
三十
四
年
に
は
目
経
経
済
図
書交
化
賞
を
受

賞
し
て
い
る
.
産
葉杜
会
学
の
鞘
農
に
と
も
な
い
、
碧
看の
人
■

関
係
に
対
す
る
薪し
い
見
解
と
、
座
藁
と
社
会
の
相
互達
鯛
を
解

勝
す
る
新
し
い
アブ
ロー
チ
に
闘
す
る
一置
と
を
付け
加
え
た
.

↓
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州織
量

開麟
繕
薪
齢

の
努
力
も
あ
っ
て
、
た
し
か
に
た
か
ま

ワ
て
き
た
。
し
か
し
、
肝
心
の
点
は
、

ま
だ
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
本
紙
前

々
号

に
の
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
粕
聚
を

み
て
も
、
京
大
生
の
意
識
は
不
明
確

で

あ
る
.
い
く
つ
か
の
ナ
ー
マ
は
感
し

て

い
て
も
、
い
っ
た
い
、
選
挙
榊
を
ど
こ

ま
で

広
げ
た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
寛
見

の

一
致
は
存
欝
せ
ず
、
そ
の
力
法
、
運

昌
・願齢,"岡.鴛
・°。曾.翰●
.

.

藤

原

久

一三鐸三≡
≡
一≡一≡
目=巽
≡
≡=一≡
≡
==≡≡
謂[==量
≡
葺藝
一一≡
≡
≡
塁

二日
、
評
議
会
は
「大
学
制
度
審
議
会
」
を発
足
さ
せ
、
こ
の
中
で
総
長

選挙
擢
鉱
大
間
題
も
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る。
これ
で
選
挙
権
拡
大

問
題
に
関
す
る
コ
マは
ほ
ぼ
出
そ
ろ
った
こ
と
に
な
る
が、
前
に
も
紹
介
し

た
よ
う
に
"下
か
ら
の
運
動
4
は
依
然
鯵
え
あ
が
ら
な
い。

先
に
主
に拡
大
範
囲
を
尋
任
講
師
な
ど
、
「現
冥的
に
可
能
な
と
こ
ろ
ま

で
」
と
王張
す
る
園
部
論
文
を
掲
載
し
た
が
、
今
回は
こ
れ
に対
す
る
反
論

の
形
を
と
っ
た諭
文
を
紹
介
す
る
。
,大
学
の
自
禰
召
論
な
ど序
繭
的
な
側

面
を
を
お
さ
え
な
がら
、
い
わ
ば
闘
題
の
全
面
腿
開
を
要
求
し
て
い
る点
な

ど
庁
目
に
価
す
るも
の
と
思
わ
れ
る
。
(編
集
部
)

=≡三
冨=三
=≡
一≡=葺
ヨ
≡
≡
一一ヨ
葦
≡
≡三
≡一≡≡
一=≡==≡
一一≡≡===≡

動
の
内
容
で
は
、
ま
だイ
メ
」
ジ
す
ら

な
い
.
こ
れ
に
た
い
し
て
園
部逸
夫
助
教
投

の
提
案
、
(本
紙
六
月
に発
表
)
は
、

「現
笑
的
」
に
募
任
講
師ま
で
の
選
挙

権
拡
大
、
ま
た
、
選
挙
方
法
も
「現
実

的
に
」
現
行
の
ま
ま
と
い
う
。貝
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ん
で
い
る
がゆ
え

に
、
私
と
し
て
は
、
そ
の
は
じめ
か

ら
、
「現
笑
的
」
と
は
な
に
か
と問
い

な
お
さ
ね
は
な
ら
な
い
よ
う
に
な
ウ
て

く
るの
で
あ
る
.

園
部
助
教
授
が
字
内
で
も
っと
も
民

宇
的
な、
偏
見
の
な
い
教
冨
で
あ
る
こ

と
は
、周
知
のこ
と
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
助
教
貿
中
心
の孕
畏
選
滋霧
対
策

委
員
会
の
メ
ンバ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
、
公
式
の
意
見
が制
約
され
る
覇
情

も
あ
る
と
思
う
.
し
かし
、
そ
の
意
見

が
「現
実
的
」
で
あ
る
かど
う
か
い
、

吟
昧
の
必
要
が
あ
ろ
う
。

あ
る
教
撹
は
、
岡
し
「現
炎
的
旨
と

い
う
凸葉
を
便
う
て
、
発
もし
た
と
い

う
.
総
長
選
挙
惚
の
拡
大
が
でき
るか

ど
う
か
は
、
聲

か
さ
わ
ぐ
か
ど
う
か

に
か
か
って
い
る
。
さ
わ
げ
ぱ
、
「現

実
に
は
」
拡
大
は
で
き
な
く
な
る
。
さ

わ
ぐ
こ
と
を
お
さ
え
れ
ば
、
助
教
授
ま

一
で
の払
大
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

「現
実
」
。
こ
の
讃葉
に
私
た
ち
は

た
。
い
さ
ま
し
い
部
分
は
「現実
」
な

ん
だ
、
そ
ん
な
も
の
を
、
と
い
き
りた

っ
て
さ
た
。
そ
し
て
、
一部
分
の学
黛

は
、
現
異
的
に
平
和
と
民
主
主
義
とと

な
え
な
が
ら
、
極
充
批
判
に
中
心
をお

い
て
き
て
い
た
。

た
と
え
一部
の
教
冒
が
字
生
に
さわ

ぐ
な
と
い
って
も
、
総
長
選
華
の
岡題

で私
た
ち
は
さ
わ
が
ざ
る
を
え
な
い
が

(こ
の
理
由
は
後
述
)
ど
う
艇
動
す
る

か、
を
同
題
に
す
る
と
き
、
お
そ
ら

く
、
学
竺
の
中
ま
で
も
「現
笑
的
」
と

は
何か
が
討
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ

会
の小
寺
山
君
の
報
告
が
あ
る
が
、
神

大
で
は
、
五九
年
以
来
の
遡
動
に
よ
っ

て
、
大
学
の
目
治は
、
教
冒
、
職
員
、

掌
生
の
三
菅
共同
に
よ
るこ
と
の
基
本

琿
念
が
「選
挙
権
拡大
規
約
検
訂
委
員

会
」
の
圃
明
前
文
に
う
たわ
れ
、
ま
た

新
規
約
は
教
冒
、
職員
、学
生
の三
者

が
基
本
剛
に確
認
し
な
い
か
ぎり
、
曳

行
に
う
つ
さ
れ
な
い
保
陳
が
と
れ
て
い

る
こ
と
を
.
神
戸
大
学
の
「現
笑
」
は

泉
大
の
「現
実
」
と
ま
さ
に
丁
反対
な

の
で
あ
る
.

い
や
本
来
な
ら
、

学
生
す
べ
て
の
大
学
人
の

懸
考
は
、
「現
笑
」
(し
か
も
京
大

の
囚
部
の
派
閥
支
配
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
字
校
の
現
異
)
に
と
じ
こ
め

ら
れ
ず
、
最
低
隈
い
く
つ
か
の
間
題
を

合
理
的
に
、
ひ
ら
か
れ
た
も
の
と
し
て

一考
え
、
一55
の
「琿
念
」
を
追
求
し
そ

の蝉
念
を
現
実
化
ず
る
よ
う
に
働
き
か

け
る
こ
と
、
こ
れ
が
、
や
は
り
、
一に

も
二に
も
、
京
大
内
で
は
あ
ら
ゆ
る
思

考
の、
遡
駒
の
基
艇
と
な
る
べ
き
で
舷

な
い
の
か
。

一

園
耶
助教
授
に
は
失
礼
たが
、
園
部

大
衆
社

会
化
状
況

の
進
行
と

高
わ
れ
る

中
で
、
学

生
大
衆
は

ま
す
ま
す

無
気
力
泰
平
ム
ード
に
沈潜
レ
て
いく
。
安
保

以
後
の
全
体
的
な
右
傾
化
の中
で
、
学
生
も
そ

の
例
外
で
は
な
い
。
学
生
運動
自身
四分
五
裂

の
混
迷
を
繰
り
滋
し
、
わ
ず
か
に
駅都
にお
い

て
天衆
的
に
闘
わ
れ
て
い
る
に
ず
ぎ
な
い
。学

生
の
轍
識
状
況
も
い
わ
ゆ
る
「片
す
み
の
幸楯

に
」
に
寮
住
し
、
現
状
維
持
に
お
い
て
自
己
の

保
身
を
㎡
ろ
う
と
す
る
層
が
増
大
し
て
き
て
い

る
。
こ
の
傾
同
は
い
わ
ゆ
る
「近
代
」
が
我
々

の生
活
の
中
に
疋
覆
し
て
き
た
こ
と
、
戦
前
の

坪封
冠
酎枕
会
の
残
澤
が
我
々
の
生
活
の
中
で

克
服
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
ボし
て
い
る
.
し
か

し
世
界
史
的
勲
向
は
、
今
や
こ
の
「近
代
」
が

一
つ
の糎
楕
と
化
し
、
奨
り
蟹
ん
ら
る
べ
き
時

期
に米
て
いる
.
「片
ず
み
の
貿
楢
」
す
ら
お

の
れ
のち
っち
ゃな
砦
を
守
る
こ
と
で
は
守
り

え
な
い
状況
な
の
だ.
一度
戦
争
が
起
った
ら

こ
ん
な
幸福
な
んて
ふ
っと
ん
でし
ま
う
か
ら

だ
.し
か
も
こ
の
「血代
」
を
魂
り
越
え
る
た
め

の
一口悩
が
崩
芽
的
イ
ンテ
リ
ゲ
ン
チ
ャと
し
て

の
学
生
に
集
約
的
に
現
わ
れ
て
く
る
の
も
ま
た

も
っと
も
な
こ
と
な
の
で
あ
る
.
だ
が
「近

現
実
こ
そ
形
骸
化

理

念
は
「現
実
」を
超
え

.縣

』八の
現
象
の
屍
は
μ
い
の
で
[

し
か
レ
、
一つ
の
例
を
だ
そ
う
.
神

面
大
掌
総
質雑
面
と
梅
す
る
「展
理

の
帰十
場
に
、
神
戸
大
は
え
ぬ
き
の
某

}教
崇

謀

て
い
る
。
昭
和
二
+
三
#

憂

で
は
、
助
嚢

で
に
し
か
華

一椿
がな
か
った
。
今
思
う
と
夢
の
よ
つ

今
ま
で
、
極
端
な
反
穴
場
し
め
し
て
些
だと
。ま
た
、
同
し
潟
に
、
掌
生
囲
宿

論
文
に
に
、
理
脚入剛
と
い
う
"貫
に
一

つ魔
何が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
選
李
力

法
の郡
分
であ
る
。
園
部
助
敦
授
に
よ

れ
は、
現
行
の
、
立
催
補
も
推
せ
ん
も

何
も
な
いほ
う
が
現
笑
的
で
あ
る
。
な

ぜ
なら
、
立候
補
等
が
あ
れ
は
、
選
箏

に
幅敗
は
つき
も
の
だか
ら
、
と
い
う

こ
と
だ
。
だ
が
、追
に蛮
の現
実
を
み

て
み
よ
う
。
現
但、選
挙
には
す
で
に

伺
刀
と
う
わ
さ
さ
れ
る叔
弘か
あ
る
。

票
あ
つ
め
は
、
各
学
部、
各派
閥
の
糸

列
に
よ
っ
て
進
ん
で
い
る
。そ
し
て
、

膏
権
看
の
甲
で
も
、
そ
の
県教
致
の誘

え
、
能
力
、
経
歴
は
もち
ろ
ん
の
こ
と

顔
を
知
ら
ぬ
者
す
ら
あ
る
の
が
現異

で
は
な
い
か
.
避
挙
湿
向
を
今
く
闇
か

ら
囲
に
は
う
む
り
、
多
く
の
と
り
ひ
き

を
幽
す
の
が
現
笑
的
か
、
明
る
み
の
中

る

で選
箏
が
ふ
は
い
す
る
と
遇
え
る
の
が

現
実
で
あ
る
か
.

園
部
先
生
に
い
じ
わ
る
く
な
る
の
は

や
め
よ
う
。
お
そ
ら
く
先
生
の
慰
見
の

正
陳
は
、
文
圃
ど
お
り
の
公
明
選
挙
の

中
の
ふは
い
が
テ
ー
マ
で
は
な
い
の
だ

から
.選
挙
制
度
の
公
明
化ば
、
立
換

補制
にし
て
も
で
き
な
い
の
で
は
な
い

一か
と
いう
「心
配
」
が
、
そ
の
ふ
は
い

と
い
う
、
そ
の
笑
現
後
の
「心
配
」
に

す
べ
って
し
ま
って
い
る
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
現
状
の
ま
ま
の
コ騒
敗
」
と

立
候
補
制
と
い
う
正
味
か
な
り
困
難
な

「非
現
答

の
あ
い
だ
に
、
橘
を
か
け

るこ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
.

私
は
あ
る
と
思
う
.
今
圃
は
で
き
な

く
て
も
、
垂

と
し
て
十
分
に
あ

ると
思
う
の
は
、
推
せ
ん
の
受
付
け
で

あ
る
.
各学
部
か
ら
で
も
、
学
内
団
体

か
ら
で
も
の推
せ
ん
を
選
挙
管
斑
委
員

会
が
う
け
つけ
て
、
公
示
す
る
位
の
こ

と
は
、派
閥
の票
よ
み
が
こ
れ
に
併
行

し
て
行
な
わ
れる
と
し
て
も
、
冥
現
の

可
能種
は
あり
、
完
全
な
闇
取
引
き
よ

り
は
、
ず
っ
と
ま
し
な
ので
あ
る
.
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大
学
は
各
層
の
共
同
体

.
私
た
・゚

ち

が
大
冒

払
を
闘

輔

　
り
て
い
た
と

き
、
大

学
の
自
治
を
守
る
の
が
、学
問
の
目由

を
守
る
の
か
に
つ
い
で
す
ら、
あ
ま
り

は
っき
り
し
た
討
論
は
お
こら
な
か
っ

た
.
ま
し
て
、
大
学
な
り
、
学問
なり

を
、
モ
の
反
対
闘
争
の
中
で
ど
う
変
え

て
ゆ
ぐ
4メ
ー
ジ
を
つ
く
る
か
に
つ
い

て
は、
正
直
な
と
こ
ろ
、
確
認
で
き
な

学
生
も
「拡
大
」要
求
出
せ

か
った
。
し
か
し
、
そ
の
闘争
のな
か

で
、
大
衆
的
に
確
認
さ
れ
よ
う
とし
た

こ
と
は
あ
った
は
ず
だ
。

闘
争
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
に
終
紬
し

た
た
め
、
ま
た
字
生
内
の
各
派
が
そ
れ

ぞれ
の
総
抽
を
十
分
お
こ
な
わ
な
か
っ

たた
め
に
、
あ
い
ま
い
な
の
で
あ
る
が

新
し
い蓮
動
を
展
開
ず
る
た
め
に
は
、

ど
つ
し
て
も
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
足
硝

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
.

す
な
わ
ち
、
第
一点
は
、
さ
っき
の

「理
念
」
と
「現
災
」
に
闘
係
す
る
が

単
に
現
笑
の
教
授
会
の
冒
治
を
そ
の
ま

ま
に掌
生
遡
鋤
が
守
ろ
う
と
す
る
こ
と

は
、
ほぼ
何
の
意
味
も
掬
て
な
い
こ
と

で
あ
る
.学
生
が
必
死
に
浬
動
し
て
、

大
営法
を
つ
ぶし
、
さ
て
、
お
も
む
ろ

に
教
授会
は学
生
を
処
分
す
る
と
い
っ

る

た形
式
では
、
今
後
の
何
の
役
に
も
た

たな
いこ
と
であ
る
。

だ
から
こ
そ
、
第
二
点
と
し
て
、
私

たち
の新
し
い
慧昧
での
大
学
の
目

治
、
学問
の
目
由
の
「理
念
」
を
た
え

ず
遣
氷
す
る
こと
.
運動
と
し
て
は
大

管
法
「反対
」
で
あ
っ
ても
、
そ
の
過

程
で
大
字
が
ど
う
あ
る
べき
か
の討
議

を
ま
き
お
こ
し
て
ゆ
く
こと
であ
る
.

(紙
薮
が
な
い
か
ら
、
一青
だ
け
ふ
れ

る
が
、
羅
ザ会
の
餐
起
し
た
十
二
月
八

日
の
大
学
閉
鎖
・全
¥
投
票
の
慧
味

は
、
私
の
い
う
討
論
し
て
い
く
上
で
、

の従
起で
な
く
、
戦
術
が
捉
起
さ
れ
て

か
ら
の討
論
と
り
つ省
†
唐
突
な
形
、

あ
え
て
いえ
ば逆
だち
し
た
形
で
あ
っ

た
が
ゆ
え
に
、大
混
乱
を
ひき
お
こ
し
　

た
の
で
あ
っ
た
が、
し
かし
、
私
個
人

は
こ
の
混
乱
の
甲
で、
は
し
め
て
大
学

の
目
由
の
環
念
が
討
論
さ
れは
じ
め
る

の
を
見
、
既
成
の
袖
値
の
一駐的
嶺
壊

を
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
共産
党
が

大
掌
「閉
鎖
」
に
反
対
し
た
の
は
、
そ

れ
は
そ
れ
で
よ
い
が
、
全
字
投
票
の
慈

隊
が
わ
か
ら
な
い
に
里っ
て
、
彼
ら
の

右
翼
的
無思
想
性
が
踏
昆
し
た
の
で
あ

る
.
)
そ
し
て
、第
三点
は
、
こ
の
大
暫
法

反
対
闘
争
が
、
コ反対
」
に
一応
成
功

し
た
現
在
、
大
蟹
法
の二
属
目
の
攻
軍

(こ
れ
は
十
分
予
想
でき
る
。現
に
全

国
大
学
覇
務
局
混
会
議
では
、
第
二
次

案
な
る
も
の
が
五
月
ご
ろ
囚見
さ
れ
た

と
い
う
)
を
は
ね
か
え
ず
た
め
にも
、

各
大
学
部
で
、
そ
の
攻
景
ま
で
に
、
大

字
の
目
由
の
闘
い
に
対
処
で
き
な
く
な

る
嶺
の
確
認
で
あ
ろ
う
。
傅回
目
の
反

対
闘
争
に
は
成
功
し
て
も
、
二
回
目
、

三回
目
と
な
って
、
私
た
ち
が
運
動
し

処分
す
る
だ
け
な
ら
、
な
ん
で
守
る
必

翼
が
あろ
う
か
.
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定
型
的
発
想
を
断
て

「
全
学
速
再
建
」
に
触
れ
て

一

今
年
は
全
7
連
を
名
環ら
な
い
と
の
こ

今
回
の
駅
大
教媛
㌘員
畏
選
挙
で
各

と
で
あ
る
。
こ
れ
に対
し
て
現
ぬ
名
目

派
の
大
き
な
争
点
と
な
った
ー冷
売
運

だ
け
の
'ゲ皆
運
を占
拠し
て
い
る
マル

内
娯
」
の
問
題
は
、
旦
下の
と
こ
ろ
、

学
同
革
マ
ル
派
は
相
盈
らず
翼
黄
大
会

挫
折
し
て
い
る
よ
う
であ
る
。

を
強
行
す
る
ら
し
い
。ま
た
京都
府
学

京
那
府
字
述
の
憲
法
闘争
に
そ
な
兀
連
を
中
心
と
し
た
三
派
連台
では
七
月

て
鼠
急
に
愈
学
連
の
再建
を
や
る
べき

十
七
、
十
八
の
両
日
更
爪
で全
囲代
を

だと
い
う
呼
び
か
け
に対
し
て、
プ
ロ
閉
色
す
る
こ
と
に
よ
って、
一応
の地

ン
ト
沢
が
担
導
部
で
あ
る
兵
聞
県
学連

門
め
を
す
る
模
様
だ
が
、
いず
れ
にし

な
ど
は
地
方
学
連
の
強
化
を
∴
張し
て

ても
こ
の
分
製
状
況
は
そ
う
やす
や
す

乗り
気
を
見
せ
な
い
こ
と
が
泊接
の原

と
統
一を
ゆる
す
も
の
で
は
な
さ
そう

閃
で
あ
る
が
、
裏
を
か
沃
せ
ば
、
各派

であ
る
.

間
に、
「再
建
」
の
必
罧

に
つ
い
て

一時
は
、
七
月
再
建
が
可
能
で
あ
る
よ

統
一
した
認
識
が
な
か
った
こ
と
に
よ

うな
輩気
が
潔
った
が
、
こ
の
慰
に
つ

る
。

い
て
は、
そ
れ
を
選
挙
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

平
民学
連
は
,膨
脹
κ
し
た
が
、
そ
し
て勝
利
し
た
現
岡
学
会
執
行
部
の

れ
で
も
京大
の選
挙
な
ど
で
敗
れ
た
こ

一股学
生
に
対
す
る
釈
明
が
嬰
割
さ
れ

と
か
ら
、
そ
の内
部
に
学
生
運
蜘
に
関

る
.

レ
て
議
諭
が分
れて
い
る
も
よ
う
で
、

。・三
・二
…
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宏
保
後
の
留
竺
遜
動
の
分製
は
徹
底

し
た
も
の
で
、
お
よ
そ
噌
え
ら
れる
あ

ら
ゆ
る
朗
流
が
牛
れ
た
が
、
いず
れ
も

現
状
で
は
ど
ん
ぐ
り
の
せ
い
く
ら
べに

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
強
力
に
軌
一を
押

し
進
め
る
ほ
ど
の
力
横
を
勾
っ
たセ
ク

ト
は
像
孔
し
な
い
。
こ
の
分
袈
の
同
定

化
と
相
"
な
っ
て
、
字
生
埋
動
の思
祖

的
混
迷
期
が
訪
れ
た
.
そ
れ
が
三
L
の

間
に
し
だ
い
に
各
派
の
イ
デ
オ
ロ
ギー

な
る
も
の
が
、
不
鮮
朋
に
な
り
、
今
や

堕
性
的
に
仔
仕し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

よ
う
な
末
期
的
症
状
を
小し
て
い
る
セ

ク
ト
す
ら
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
思
想
剛
混
込
期
に
あ
つ

て
、
安
保
闘
舶
の
敗
退
に
触
発
さ
れ
て

独自
の
(目
Vし
た
と
一ロい
換
え
て
も

良
いが
)
思
想
を
継
,耽し
て
世
水
し
琶

積し
てき
た
部
隊
が
ど
こ
に
あ
る
か
が

今
、
冷酷
に
間
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
たし
かに
、
昨
隼
の
天嘗
法
闘

争
は
相由
の
盛
上
がり
癒
見
せ
、
今
年

に
な
.て
は
木核
禎
水
臆
霧
蕾

止
の

闘
い
は
¥
生
の
バ
規
榎
な
参
加
が
一時

期
に
お
い
て
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ

れ
が
目
然
発
生
的
性
循
を
徽
う
べ
く
も

な
く
ま
た
堀
力
的
な
尚
揚
に
終
始
し
た

の
は
(狩
に
後
置
は
お
い
て
)
指琢
部

不
孔
の
圃
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
った

こ
う
い
った
状
況
は
、
今
回
の
粟
大
教

艇
の這
年に
象徴
的
に
表
わ
れ
て
い
る

そ
こ
では
国
Mし
よ
う
と
す
れ
ば
そ
れ

だ
け
天衆
か
ら
分
離
さ
れ
て
し
ま
う
と

い
う
悲劇
的な
末
路
を
た
ど
った
セ
ク

ト
が見
出
さ
れ
る
、
彼
簿
は
前
思
想
的

な
も
の
を見
つけ
よ
う
と
も
が
け
ば
も

が
く
ほ
ど
、思
想
の迷
踏
の
甲に
自
ら

を
渚ち
込
ま
すと
い
った
経
路
を
め
ぐ

っ
て
い
る
の
で
は
あ
るま
いか
。
そ
れ

に
似
た
現
象
は
、
我
々
の手
近
か
に
い

く
ら
も
駆
が
っ
て
い
る
文
化小
集
団
の

経
艶
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
学生
運

動
が
こ
う
い
う
円
環
を
断
ち
切
る
こと

は
お
そ
ら
く
、
今
ノ轡に
残
さ
れ
た
最
も

大
き
な
思
想
削
課
題
で
あ
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
き
れ
い
ご
と
は
誰
に

で
も
いえ
る
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、

し
かし
、
現
五
の
恕
想
上
の
混
迷
を
切

り
ぬけ
る
こと
は
、
夏
休
み
に
字
習
会

を
や
る
こと
で
片
付
く
こ
と
で
は
決
し

て
な
い
こと
を
い
って
お
く
。

現
冶
の
政
治状
勢
を
分析
す
る
貯
、

幣
に
イロわ
れ
る
よ
う
に
「安
保
か
ら
微

法
へ
」
と
い
うと
らえ
刀は
は
、
遮
.冷

的
は
生
く
正
し
い
で
あろ
う.
し
か
し

こ
れ
は
あ
く
ま
で
椎
力
者の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
そ
う
で
あ
っ
て
、
ま
た、
これ

に
V
向
う
わ
れ
わ
れ
の
力
策
が
そ
の
口

程
と
照
隠
し
て
雌
む
は
ず
で
あ
ると
い

う
政
治
屋
的
把
握
に
と
ど
ま
ら
せ
て
い

て
は
血
く
慧
恥
の
な
い
こ
と
で
あ
る
の

も
鰍
か
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
今
ま
で

何
艮
も
線
返
し
て
「憲
研
」
の
設
又
を

誹
えて
き
た
。
そ
れ
は
単
に
ク
ラ
ス
の

活如
家
擬
成
機
閲
と
し
て
口わ
れ
た
も

の
で
は
なく
、
高
度
の
目立
性
を
有
す

る
行
動
の
た
め
の
機関
と
し
て
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
いわ
ゆ
る
学
生
遡

動
の
足
型
的
発想
を
突
き
破
る
存
在
を

目
指
す
べ
き
で
あ
る。

目
下
の
政
治
状
勢は
、定
型
的
な
学

生
連
動
の
み
か
ら
の
発想
では
決
足的

に
V
遅
れ
る
危
険
忙
を
持
って
いる
.

「安
保
か
ら
瞭
法
へ
」
の
図
式
では
、

わ
れ
わ
れ
は
も
う
す
で
に
-糠
法」
の

極
に
拶
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
全
学

連
唐
建
は
こ
う
し
た
敷
治
状
勢
と
無
関

係
に
論
ず
る
こ
と
は
勿
論
で
き
な
い
、

そ
の
根
拠
を
今
や
ら
な
け
れ
ば
こ
こ
数

銃
は
不
可
能
と
い
う
こ
と
に
お
く
の
で

は
なく
(二
)
に
述
べた
よ
う
な
こ
れ

ま
で
の
字生
運
動
の
批
判
的
(あ
る
い

は
目
己批
判
的
)
総
拮
の
上
に
y
っ
て

行
な
わ
なけ
れば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。

さ
れ
よ
う
と
す
る
場
台
、
私
た
ち
は
、

貝
体
的
に
創
恩
あ
る
戦
術
を
提
起
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
.
単
に
一票
よ
こ
せ
で
な
く

聞
接
選
挙
で
も
よ
い
。
推
せ
ん
樒
の
礪

立で
も
よ
い.
さ
ら
に
次
期
総
長
が
き

ま
るま
で
に
、
学
生
だ
け
で
も
、
独
自

の
推
せ
ん全
学
投
票
を
行
な
う
こ
と
は

私
の
知
る限
り
、
ど
の
学
則
に
も
遙
反

し
な
い
合
法的
な
権
利
で
あ
る
.
こ
の

投
票
は
全
学閉
鎖
よ
り
実
り
あ
る
だ
ろ

う
と
は
保
障
で
き
る.
し
か
し
、
現
在

は
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で討
験
を
ま
き
お

こ
し
、
同
学
会
に
銀中
し
、
選
挙
規
走

の
改
正
を要
求
し
、
学
生
の
糎
利
を
そ

こ
に押
し
こ
ん
で
ゆか
臆
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
.

「現
実
的
」
と
い
う言
巣
に
か
く
れ

て
今
後
い
く
つ
も
の
言
葉
がは
か
れ
る

と
し
て
も
、
そ
れ
は
園
部助
教
授
の
固

題
提
起
を
悪
用
す
る
M
場
から
な
さ
れ

る
も
の
で
あ
ろ
う
ζ
と
は
、ほ
ぼ予
想

し
て
お
い
て
よ
い
の
で
あ
る
.
鶴憲
の

提
言
は
く
り
か
え
さ
れ
る
と
、
悪
憲
の

も
の
に
転
化
す
る
で
あ
ろ
う
.
(現
代

祉
会
奎
願研
璽
会
員
)

家

族

と

社
A
冒

そ
し
て
、
私
たち
の
テ
ー
マ
に
到達

す
る
.
私
た
ち
は
教授
会
の既
成
の
特

権
を
守
る
た
め
に
、大
瞥
法に
反
対
し

た
の
で
は
な
い
.
私
たち
の
糎
利
の払

大
の
テ
ー
マ
の
一つ
と
し
て
、
闘
っ
た

の
で
あ
る
。
大
学
は
、
そ
こ
に
教
え
学

ぷ
も
の
の
共
同
体
で
あ
る
こ
と
が
、
大

響
法
の
関
曇
の
中
で
碓
認
さ
れ
.～以

上
、こ
れ
は
裳
現
に
移
さ
れ
ね
は
な
ら

な
い.
そ
ん
な
共
同
体
諭
は
礎
認
し
て

い
な
いと
いう
教
授
に
た
い
し
て
は
、

学
生
の普
通
の
慧
志
と
し
て
お
し
つ
け

て
で
も
碓認
さ
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
.

総
艇選
挙擢
払
大
運
勤
は
、
そ
こ
に
塵

ζ
そ
エ
ネ
ルギ
ー
を
ひき
だ
す
べ
き
で

あ
る
の
だ
。

瑚
想
は
そ
う
でも
、現
笑
を
、
と
の

声
が
か
か
る
か
も
知
れ
ぬ
.そ
う
だ
。

現
実
的
な
力
針
を
、
理
念
に
てら
し
て

提
出
し
て
お
こ
う
。

(
岬)

選
挙
権
の
拡
大
は、
行
い

う
る
。
平
沢
総
長
は
田
和
三
十
二年
就

任
の
際
、
拡
大
を
す
で
に
公約
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
総
長
の
義
務
で

も
あ
り
、
私
た
ち
の
椎
利
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
現
血
、
評
議
会
の
も
と
に
作

ら
れ
た
制
度
委
員
会
に
、
必
ら
ず
結
論

を
早
く
だ
す
よ
う
圧
力
を
か
け
よ
う
。

(二
)

そ
の
場
台
、
助
教
授
中
心

の
「対
策
委
員
会
」
が
專
任
講
帥
ま
で

の
要、水を
だす
こ
と
は
自
由
で
あ
り
、

助手
会
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
に

応
し
た
要水
を
だ
し
て
ゆ
く
こ
と
は
当

然
だ
か
、
それ
が
字
生
を
押
え
に
か
か

る
の
は
論外
であ
ろ
う
.
大
学
に
住
活

す
る
各
局
は
、
そ
れ
ぞれ
、
自
分
た
ち

の
要
淑
を
だ
す
こと
に
つ
いて
、
完
全

一な
民
主
的
ル
ー
ル
が
ずら
ね
ば
な
ら
な

い
.(二
)

そ
し
て
、
帥
ハ
がし
め
だ

(下
)

豊

増

秀

俊

と
こ
ろ
で
私
は
、
以
上
の
琿
由
か

ら
、
そ
れ
で
は
、
マ
ル
ク
ス
の
唯
物史

槻
を
貰
徽
す
る
た
め
に
は
、
原
始
社
会

発
生
齢
に
お
い
て
も
、
生
産
の
仕
方
に

よ
うて
成
立
す
る
社
会
構
成
の
理
論
を

も
ワて
正
し
く
展
開
す
べ
き
で
あ
る
.

と
いう
こと
を
、
こ
こ
で
と
く
に
主
弾

レ
て
おき
た
い
.
こ
れ
を
、
従
米
の
屠

説
の
よ
う
に、
無
関
係
の
空
想
に
ゆ
だ

ね
て
おく
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
で
は
な

い
か
と
思
う.
マル
ク
ス
を
も
含
め
て

こ
れ
ま
で
の説
明
では
、
抽
象
的
、

一股
的
な
ブ
ルジ
ョア
理
諭
と
同
じ
く

人
間
を
政
治
.的動
物
であ
る
と
か
、

ま
た
は
、
な
ん
ら
か
の目
的
ま
た
は
意

思
に
よ
7て
行
勘
ず
るも
の
であ
る
と

定
義
す
る
こ
と
に
よ
,
て出
発
す
る
と

か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
単
純な
生
物
学

的
自
然
関
係
と
し
て
捉え
る
にと
ど
ま

り
、
そ
れ
を
ぱ
生
産
力
お
よ
びそ
の関

傑
の
視
点
か
ら
捉
え
る
と
い
うあ
た
り

ま
え
の
立
場
を
放
郷
し
て
い
る
の
であ

る
。だ
か
ら
、
原
始
会
社
が
ま
ず
在
り

診

から
、
一切
の
柱
会
関
係
が
み
ち

び
か
れ
てく
る
、
と
い
う
安
易
な
見
方

に
便藁
し
て説
明
す
る
ご
と
に
な
り
、

か
く
し
て、
奴
隷
社
会
も
封
建
社
会

も
ま
た
資
本
主議
社
会
も
そ
の
特
定
の

生
産
の
仕
方
から
把
握
さ
る
べ
き
で
あ

る
な
ら
ぱ
、原
始社
会
も
、
当
然
に
、

そ
の
荷
定
の
、
す
な
わち
原
始
的
な
、

生
産
の
仕
方
か
ら
理
解さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
、
と
い
う
同
じ
関
係
が
、忘
れ
去ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し、
そ
う

いう
説
明
で
は
、
社
会
発
生
に
闘
す
る

認
識
を
徹
底
さ
せ
、
爽
に
糾
字
的
で
あ

る
編
一的
理
論
を
作
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
.

さ
て
、社
会
発
生
の問
題
に
つ
い
て

お
よ
び
そ
の
瑚解
の仕
力
に
つ
い
て
、

大
ざ
っ
ぱ
に
で
はあ
る
が
、
以
上
私
の

見
解
を
述
べ
た所
以
の
も
の
は
、
ま
え

に
い
う
と
おり
、
つぎ
に
、
家
族
の
間

題
の
、
と
く
にそ
れ
を
社
会
と
の
関
係

の
観
点
か
ら
の
、
理解
を
可
能
に
し
容

易
に
さ
せ
る
ため
の用
慧
か
ら
で
あ
っ

た
.
そ
れ
で
は
こ
の了
解
の
上
で
、
つ

ぎ
の
こ
と
が
い
わ
れ
る
であ
ろ
う
.

ま
ず
、
集
団
を
樹
成
す
る瀦
側
人
は

こ
の
よ
う
に
、
箋
厘
を
媒介
と
し
て
、

は
じ
め
て
社
会
と
し
て
繕
成さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
そ
こ
では
、
観

対
被
会
の
関
係
が
鹸
初
に
して
意
螢

的
な
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
の
撰
兀
であ
る

基
本
的
関
係
で
あ
うて
、
個
人対
個
人

の
関
係
は
、
し
た
が
って
、
こ
の
基本

的
闘
係
の
な
か
に
含
ま
れ
、
そ
れ
によ

りて
規
定
さ
れ
、
従
属
す
る
と
こ
ろ
の

二
次
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う

こと
。
かく
し
て
、
家
族
関
係
も
ま
た

そ
の例
外
では
あ
り
え
な
い
、
と
私
は

思
う
。す
なわ
ち
、
そ
れ
は
、
社
会
を

規
走
す
る
も
の
で
はな
く
、
反
対
に
、

社
会
か
ら
規
定
さ
れる
.
と
い
う
関
係

に
あ
る
.
だ
か
ら
、第
一に
ま
ず
、
家

族
か
ら
社
会
へ
で
は
な
く
て、
反
対
に

、
社
会
か
ら
家
族
の
関
係
を説
明
せ
ね

ぱ
な
ら
ぬ
わ
け
で
あ
る
。
か
くし
て
、

私
は
、
家
族
は
、
社
会
の
発
生
に先
行

ず
る
人
間
関
係
で
は
な
く
、
や
は
り、

生
産
に
お
い
て
、
成
立
し
、
そ
の
変
様

に
応
じ
て
経
過
、
生
滅
す
る
と
こ
ろ
の

人
問
社
会
の
関
係
に
お
い
て
生
し
、

ま
た
そ
のな
かで
は
じ
め
て
成
立
し
た

個
人
対
個
人
の
関係
の搏
殊
化
現
象
で

[あ
り
、
歴
史
の
産
物
であ
る
.
そ
れ
は

す
る
話
個
人
の
同
一
関係
は
、
こ
の
軌

し
い
亭
態
の
出
現
に
よ
っ
て、
崩
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、社
会
人
を

私
的
個
込
に
す
る
私
有
財塵
の出
現
は

岡
時
に
、
か
れ
ら
に
、財
産
をめ
ぐ

うて
、
集
団
の
な
か
に
、
そ
れ
ま
で
は

な
か
った
と
こ
ろ
の
、
物対
《
の関
係

に
お
け
る
等
級
の
観
念
を
植
え
つ
け
、

ま
た
差
別
的
な
私
メ
ど
し
て
の性
格
づ

け
を
お
こ
な
う
.
と
こ
ろ
で
、
他
力
で

家族は社会的所産

ら発生私有財産制わ
す
な
わ
ち無
栂
利
着
と
し
て
の
自
己
を

他
人
の
物と
し
て
の処
分
に
ま
か
せ
る

自
田
の
喪
失
者
と
な
る
.人
聞
がそ
の

よ
う
に
物
化
す
る
こ
と
に
よ
って
、
人

闇
に
よ
る
人
聞
の
所
伺
す
な
わ
ち
払
人

に
よ
る
払
人
の
又配
の
体
側
も
碓
V
す

る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
家
族
は
以
上
こ
れ
ら
の

条
件
の
上
に
厩
M
す
る
人
間
関
係
の
結

びめ
であ
る
、
と
私
は
思
う
.
す
な
わ

ち
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
社
云的
条
件
を

幕盤
と
し
て
出
現
す
る
現
敢
で
あ
っ

た
.私
角
財
産
の
人
聞
関
係
に
お
け
る

畿
出
であ
り
、
私
則飼
人
に
よ
うて
領

有
さ
れ
る泓
的
掴
人
の縄
属
、
そ
し
て

そ
の
多
く
の
場
臼
、支
配
省と
し
て
の

男
子
に
よ
る
被
ス
配
名と
し
て
の女
子

の
所
召
の
形
U
で
あ
り
、
ま
た
そ
の

財
応
の
保
持
、
継
浜
の
欄
利
を
慧
宵す

る
機
関
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
であ
る
.

家
族
と
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
何
よ
り
も

ま
ず
、
私
有
財
産
団
係
の
社
会
的
支
配

を
意
臥
し
、
そ
う
し
て
、
そ
の
個
人
的

関
係
を
通
し
て
の
、
男
女
両
性
関
係
お

よ
び
親
子
の
讃
調、ハへ
の
、
投
影
で
あ
り

集
団
内
に
現
わ
れ
た
個
人
的
支
配
・隷

属
関
係
の
耕
た
な
噂
え
力
と
は
逆
に
、

家
族
が
あ
って
財
産
が
譲
ら
れ
る
と
い

う
の
では
な
く
、
財
産
が
成
立
し
て
、

そ
れ
を
認
め
る
必
要
にお
い
て
、
直

は
、
私
有
財
産
成
立
の
運
鋤
は
、ま
た
、

平
笥
な
社
会
の
内
部
に
お
い
て
、
個
人

に
よ
る
個
人
の
莫
配
と
い
う
体
制
を
創

出
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
そ
れ
ま
で
は

社
会
に
対
し
て
一様
に
平
等
で
あ
り
、

各
込
相
互
に
対
等
で
あ
った
と
こ
ろ
の

個人
は
、
一方
で
は
、
私
有
と
商
品
交

換
の原
則
に
よ
って
、
物
の
所
有
省
し

た
が
っ
て処
分
者
す
な
わ
ち
権
利
の
保

持
者
と
し
て、
他
人
の
物
を
、
そ
し
て

つ
い
に
物
の化
成
と
し
て
の
人
閲
そ
の

も
の
を
も
、
自
由
に
す
ると
こ
ろ
の
地

位
を
獲
得
し
、
他
力
では
、無
所
有
召

視
せね
ばな
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
、
家

族
は
、
私
有財
産
の
人
格
化
であ
る
の

だ
.と
こ
ろ
で
、
家
族
も
ま
た
こ
のよ
う

に
、
社
会
的
条
件
の
発
生
に
よ
って
生

じ
た
歴
史
的形
成物
で
あ
る
とす
れば

そ
れ
は
ま
た
、
そ
の
条
件
の
消
長
と
と

も
に
経
過
し
ゆ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は

当
然
で
あ
る
.
そ
こ
で
、
続
局
、
家
族

と
い
う
紬
旗
物
も
そ
の
成
立
の
た
め
の

基
本
的
条
件
で
あ
る
私
有
財
産
お
よ
び

階
級
制
度
の
消
長
と
こ
そ
、
そ
の
命
脈

を
と
も
に
せ
ざ
る
を
え
ず
、
し
た
が
っ

て
所
齢
は
、
階
級
社
会
の
眺
滅
と
と
も

に
、
廃
蝕し
ゆ
く
べ
き
運
命
に
あ
る
も

ので
あ
る
.
そ
の
有
棟
は
、
ち
ょ
う
ど

悶
家が
昭
緻
の
暁
粕
と
と
も
に
、
や

が
て廃
絶
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
関
係

と岡
様
であ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
二

つ
は
、
いず
れ
も
、
私
の
見
る
と
こ
ろ

岡
じ
曲
秘
の、
いわ
ば
外
化
お
よ
び

内化
の現
象
に
ほ
か
な
ら
な
いの
で
あ

っ
て
、薩
級
社
会
を
特
徴
づ
け
る
歴
史

的
還動
の、
西
側
へ
の表
明
に
す
ぎ
な

い
か
ら
であ
る
ゆ
だ
から
へ
こ
の　
タ

懸
鞭墨

神1■頻工藁樵試雲肚
本店 東 京 都 港 区 芝 琴 平 町10
TEL(501)3111・0813

資本金60億 円・従業員数約蓼0,500名
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